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岡山県高等学校体育連盟バレーボール部規約 

 

第１章 総 則 

（名称） 

第１条 本部会を岡山県高等学校体育連盟（以下県高体連と称す）バレーボール部と称する。   

（事務局） 

第２条 本部会の事務局は部長の指定するところにおく。     ※住所は総務委員長の勤務先に設定する。 

 

（組織） 

第３条 本部会は県高体連規約第６条に基づいて組織する。 

第４条 本部会は県高体連に加盟した高等学校をもって組織する。 

第５条 本部会には、備前・備中・美作の三支部を置く。 

 

 

第２章 目的及び事業 

（目的） 

第６条 本部会は、高体連の規約に基づき、岡山県バレーボール協会と提携して、県下高等学校における本部 

会の健全なる発達を図ることを目的とする。 

 

（事業） 

第７条 本部会は第６条の目的を達成するために、下記の事業を行う。 

（１） 高等学校生徒の競技会の開催 

（２） バレーボールに関する講習会の開催 

（３） バレーボール競技に関する調査研究 

（４） バレーボール競技団体との連絡提携 

（５） その他、目的達成に必要な事項 

 

 

第３章 役 員 

（役員の種類） 

第８条 本部会に次の役員をおく。 

（１） 部長      １名     （２） 副部長     若干名   （３） 委員長     １名     （４） 副委員長    若干名   （５） 常任委員   ３２名以内   （６） 委員    ７０名以内   （７） 監事      ２名 

 

（役員の選任） 

第９条 役員の選任は次のとおりとする。 

（１） 部長は加盟学校中の校長、副部長は同校長・教頭より、総会で推挙する。 

（２） 委員長、副委員長は常任委員中より、選考委員会の推挙により、総会の承認を経て部長が委嘱す
る。 

（３） 常任委員は、委員中より、選考委員会の推挙により、総会の承認を経て部長が委嘱する。 

（４） 委員は本部会加盟校より、選考委員会の推挙により、総会の承認を経て部長が委嘱する。 

（５） 監事は選考委員会の推挙により、総会の承認を経て部長が委嘱する。 
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（役員の職務） 

第１０条 役員の職務は次のとおりとする。 

（１） 部長は会務を統括し、本部会を代表する。 

（２） 副部長は部長を補佐し、部長に事故あるときはその職務を代行する。 

（３） 委員長は会務を処理する。 

（４） 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代行する。 

（５） 常任委員は常任委員会を組織し、本部会の企画運営・連絡調整及び会計等の会務を執行する。 

（６） 委員は総会を組織し、重要事項を審議決定する。 

 

（役員の任期） 

第１１条 役員の任期は次のとおりとする。 

（１） 役員の任期は２年とする。但し、再任を妨げない。 

（２） 欠員により選任された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（３） 役員はその任期満了後も､後任者が就任するまで引継ぎ職務を行う。 

 

（役員の解任） 

第１２条 役員が次のいずれかに該当するときは、常任委員会の議を経て、解任することができる。 

（１） 本人の都合で解任を申し出たとき 

（２） 心身の故障のため、職務の執行に耐えられないと認められたとき 

（３） その他、特別な理由の生じたとき 

 

 

第４章 機関及び会議 

（種別） 

第１３条 １．本部会に次の機関をおく。 

（１） 総会 

（２） 常任委員会 

（３） 各種委員会（総務・競技・審判・強化・記録） 

（４） 特別委員会（必要に応じて設置） 

２．総会は本部会役員、常任委員会は本部会役員のうち部長、副部長、委員長、副委員長及び常任 

委員をもって構成し、各種委員会は別に定める委員をもって構成する。 

 

（定足数及び議決） 

第１４条 １．会議は本規約に特別の定めがあるものを除き、役員の3分の2以上の出席者がなければ会議を 

開き議決することはできない。但し、委任状による出席を認めることができる。 

２．会議の議事は本規約に特別の定めのあるものを除き、出席役員の過半数をもって決し、可否同 

数の場合は議長の決するところによる。      

（総会） 

第１５条 １．総会は最高の議決機関とする。      ２．総会は毎年1回、年度末に開催する。但し、部長が必要と認めたとき、常任委員会の要求があ 

ったとき、部長は臨時に、これを召集しなければならない。      ３．総会は部長が招集し、部長が議長となる。 

 

（総会の議決事項） 

第１６条 総会は次の各号に関する事項を議決する。 

（１）予算に関すること 
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（２）決算の承認に関すること 

（３）事業に関すること 

（４）役員の選任に関すること 

（５）本規約及び同細則の改廃に関すること 

（６）その他、重要案件に関すること  

 

（常任委員会）  

第１７条  １．常任委員会は執行機関で、必要に応じて部長が召集する。但し、常任委員の３分の１以上の 

要求があれば、部長はこれを召集しなければならない。 

２．常任委員会の議長は総務委員長が務める。 

 

（常任委員会の執務事項） 

第１８条 常任委員会は次の各号に関することを行う。 

（１） 総会の議案に関すること 

（２） 総会の議決事項の運営に関すること 

（３） 緊急を要する事項の議決に関すること 

（但し、総会の議決事項に係わる事項については、議決後、最初に開催される総会で承認を得な 

ければならない） 

（４） 各種委員会の事業計画の承認に関すること 

（５） その他、必要なこと 

 

（各種委員会） 

第１９条  １．総務・競技・審判・強化・記録の委員長、副委員長は常任委員の互選によって決定し、部長         が委嘱する。 

２．前項の委員会の委員は、本部会委員中より部長が委嘱する。 

３．前項の委員会の会務は別に定める。 

 

（議事録） 

第２０条 会議の議事については議事録を作成しなければならない。議事録は記録担当者が作成する。 

 

 

第５章  会 計 

（経費） 

第２１条 本部会の経費は、県高体育連分配金、岡山県バレーボール協会分配金・補助金、及びその他寄付金      等の収入をもってあてる。 

 

（会計年度） 

第２２条 本部会の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

（監査） 

第２３条  １．本部会の予算・決算は県高体連分配金と岡山県バレーボール協会分配金・補助金、その他を 

個別に行うものとする。 

２．決算は監査委員の監査を受けた後、監査意見を附し総会に提出する。 

３．会計は常任委員会で選出された委員がその任にあたる。 

 

 

第６章  規約の改廃 
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（規約の改廃） 

第２４条 本部会規約の改廃は、総会において役員現在数の３分の２以上の賛成による議決を必要とする。 

 

第７章  雑 則 

第２５条 備前・備中・美作の各支部に、常任委員中より、選考委員会の推挙により、支部責任者をおく。 

第２６条 加盟各校は県高体連規則第２４条により、県高体連が承認した競技会以外には出場することができ      ない。但し、小地区（市郡町村別等）における競技会には、所属支部高体連（備前・備中・美作）      の承認を得れば出場することができる。 

第２７条  １．本規約の実施運営上必要な施行細則は、総会の議を経て別に定める。       ２．前項の施行細則の改廃は、本規約の改廃に準ずる。 

 

 

 

附則   本規約は昭和４４年４月１日より施行する。 

平成  ２年２月１９日 一部改正 

平成 １１年２月１５日 一部改正 

令和  ２年２月２５日 一部改正 


